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 防

 
 
災

 
 
④

 
防
災
：
前
提
が
崩
れ
た
！

 
考
え
方
の
見
直
し
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
！

 
   

五
領
小
学
校
前
の
交
差
点
の
信
号
が
、

24
時
間
押
し
ボ
タ
ン
式
の
歩
車
分
離
信
号
に
改
善

さ
れ
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。
十
三
～
高
槻
線
開
通
当
初
よ
り
そ
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
、
学

校
、
保
護
者
、
自
治
会
関
係
者
等
地
元
住
民
が
再
三
に
わ
た
り
高
槻
警
察
署
、
高
槻
市
へ
改
善

を
申
し
入
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

8
月

27
日
の
現
地
に
て
調
査
、
話
し
合
い
を
踏
ま
え
て
、

10
月

8
日
五
領
公
民
館
に
於
い
て
、
大
阪
府
警
察
本
部
担
当
者
よ
り
連
合
自
治
会
長
を
代
表

と
す
る
住
民
メ
ン
バ
ー
に
、「

24
時
間
押
し
ボ
タ
ン
式

 
歩
車
分
離
方
式
に
改
善
さ
れ
る
事
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
、
比
較
的
早
く
結
果
を
得
ら
れ
た
の
も
、
住
民
の
強
く
訴
え
る

力
が
継
続
し
て
続
い
た
事
が
、
ま
た
、
今
回
は
一
部
議
員
の
助
力
も
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
後
、
計
画
→
設
計
→
見
積
も
り
、
積
算
→
入
札
→
工
事
→
完
成
と
約

1
年
係
る
と
の
事
で
、
こ
の
期
間
に
事
故
が
無
い
よ
う
に
交
差
点
利
用
時
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

令
和
元
年

(2019)10
月

26
日

 
第

27
号

 
 

記
事
紹
介

 
：
☆
防
災

 
④

 
☆
五
領
小
学
校
交
差
点
信
号
シ
ス
テ
ム
改
善
決
定

 
☆
第

3
回

NO
2 簡
易
し
く
低
結
果
報
告

 
③

 
 

五
領
小
学
校
前

 
交
差
点
信
号

 
歩
車
分
離
に
決
定

 
 

 
 
 
 

24
時
間
 
押
し
ボ
タ
ン
式

 
採
用

 
下
段
に
連
合
自
治
会
回
覧
資
料
抜
粋
を
掲
載

 

 今
回
の
台
風
襲
来
で
東
日
本
で
は
各
地
方
に
想
定
外
と
言
わ
れ
る
被
害
、
そ
れ
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
生
々
し
い
報
道
を

見
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
淀
川
の
堤
防
も
本
気
で
危
な
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

が
来
た
の
か
な
！
と
思
わ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
常
日
頃
は
、
桧
尾
川
は
ひ
ょ
っ
と
し
て
氾
濫
す
る
か
も
、
淀
川
は
ま
あ
―
大
丈
夫
や
ろ
。

と
か
、
淀
川
切
れ
た
ら
指
定
避
難
場
所
こ
の
近
辺
に
無
い
ら
し
い
で
？
磐
手
公
民
館
か
磐

手
小
学
校
や
て
！
ど
う
や
っ
て
行
く
ん
や
！
ぐ
ら
い
に
冗
談
交
じ
り
に
話
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
か
？
今
回
の
豪
雨
と
被
災
状
況
を
み
て
、
み
な
さ
ん
、「
こ
ら
ぁ
ち
ょ
っ
と
考
え
な

あ
か
ん
か
も
！
」
と
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

 
昨
年
の
地
震
に
於
い
て
は
、
被
害
を
見
な
が
ら
、「
災
害
の
時
は
家
族
み
ん
な
で
某
学
校

に
避
難
す
る
事
を
決
め
た
か
ら
大
丈
夫
」
ぐ
ら
い
に
安
易
に
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

 
災
害
も
、
地
震
、
洪
水
、
土
砂
災
害
と
色
々
あ
り
、
ま
た
、
発
生
時
間
帯
に
よ
っ
て
も
、

注
意
す
べ
き
点
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た
め
、
防
災
は
本
来
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
人
で
考
え
て
も
、
考
え
付
か
な
い
事
が
多
々
出
て
き
ま
す
。
こ
の
際
、
家
族
、

お
隣
、
近
所
、
友
達
同
士
、
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
機
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

 
考
え
る
時
、
ま
ず
、
前
提
条
件
を
し
っ
か
り
見
つ
め
ま
し
ょ
う
。

 
 

  

五
領
連
合
自
治
会
回
覧
よ
り
抜
粋
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編
集
部

 ：
豪
雨
が
東
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。

100
年
に

1
度
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
こ

の
所
ほ
ぼ
毎
年
何
ら
か
の
災
害
が
日
本
列
島
を
襲
い
ま
す
。
既
に
、
こ
の
変
化
は
異
常

気
象
で
は
な
く
、
通
常
の
範
ち
ゅ
う
で
、
そ
れ
へ
の
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

次
回
「
守
る
会
」
定
例
会
は
、
１
１
月
２
３
日
、
 
第

4
土
曜
日

 
 
１
６
：
０
０

～
１
８
：
０
０
、
上
牧
公
民
館
（
上
牧
町
本
澄
寺
前
）
で
開
催
し
ま
す
。
 

連
絡
は
、
事
務
局
村
井
（

masa5
69@t

cn.z
aq.n

e.
jp）

 迄
     

    
    

                   

第
３
回

 
Ｎ
Ｏ
２ 簡
易
測
定
結
果

 
報
告（
３
） 

 

第
5
回

N
O

2
サ
ン
プ
リ
ン
グ
予
定

 
 
令
和

2
年

5
月

21
日
～
２
２
日

 
来
年

5
月
２
１
～
２
２
日
に
第
５
回
の
Ｎ
Ｏ
２ 測
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ソ
ラ
ダ
ス
２
０
２
０
と
呼

ば
れ

4
年
に

1
回
の
全
府
下
一
斉
の
大
掛
か
り
な
調
査

で
、
そ
こ
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
健
康
調
査
も
実
施
さ

れ
ま
す
。
本
来
、
排
出
物
の
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

広
範
な
長
期
の
健
康
調
査
が
不
可
欠
で
す
。

 
本
会
は
、
こ
の
健
康
調
査
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
調
査
で
は
、
デ
ー
タ
数
の
多
さ
が
正
確
さ
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
大
勢
の
人
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

名
神
高
速

 

 
こ
の
地
区
の
、
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
が
、
住
宅
背
後
の
山
の
中
腹
を
名
神
高
速
道
路
が
通
っ

て
い
る
事
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
上
り
車
線
（
京
都
方
向
行
き
）
の
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
部
分
に

当
た
る
事
で
す
。
こ
の
事
実
（
登
坂
の
為
エ
ン
ジ
ン
出
力
上
昇
）
が
、

NO
2 の
値
に
影
響
を
与

え
て
い
る
事
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

 
 
下
記
表
に
於
い
て
、
当
該
測
定
個
所
は
、「
Ｆ
」
で
示
さ
れ
ま
す
。
合
計
測
定
個
所

10
点

に
お
い
て
、
最
大
値
は
、
３
５

ppm
が

2
カ
所
（
梶
原

1
丁
目
、
梶
原

2
丁
目
）、
最
小
値
、

２
３

ppm
（
山
手
町

2
丁
目
）、

10
カ
所
の
平
均
値
は
２
９

ppm
と
な
り
ま
し
た
。
平
均
値

に
於
い
て
は
、「

D」
の
住
宅
地
平
均

 
２
１

ppm
と
比
較
し
ま
す
と
住
宅
地
の
１
．
３
８
倍

に
な
り
ま
す
。
第

1
回
測
定
で
は
、
１
．
５
２
倍
、
第

2
回
測
定
で
は
、
１
．
２
５
倍
と
過

去
の
測
定
値
で
い
ず
れ
も
住
宅
地
に
比
較
し
大
き
な
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 
こ
の
測
定
を
継
続
す
る
事
に
よ
り
、将
来
の
新
設
第

2
名
神
高
速
道
路
の
影
響
も
明
確
に
出

来
る
と
共
に
名
神
の
影
響
も
あ
わ
せ
て
明
確
に
出
来
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。。

 
 

 
 

 
 

先
月
号
で
は
、
五
領
地
区
の
幹
線
道
路
沿
い
（

171
号
線
沿
い
）
の
デ

ー
タ
を
検
討
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
名
神
高
速
道
路
沿
い
（
梶
原
～
萩
之

庄
地
区
）
を
考
察
し
ま
す
。
下
記
表
（
測
定
個
所
別
の
ま
と
め
）
は
再
掲

致
し
ま
し
た
。。

 
今
回
こ
こ
で
考
察
す
る
、
梶
原
～
萩
之
庄
地
区
は
、
五
領

地
区
の
北
側
、
山
の
裾
野
に
広
が
り
、
古 い
に
し
えか
ら
の
街
道
沿

い
に
発
達
し
た
街
で
す
。
昔
か
ら
の
街
並
み
が
、
旧
西
国
街

道
沿
い
に
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
、
前
に
田
園
が
広
が

り
、
後
ろ
に
山
を
背
負
い
、
美
し
い
、
静
か
な
、
落
ち
着
い

た
街
な
の
で
す
。

 
昨
年
、
Ｎ
Ｏ
２ 計
測
に
お
い
て
、
初
め
て
結
果
を
見
て
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
区
の
値
が
、
他
の
住
宅
地
区
の
結

果
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
高
い
。

 
そ
れ
も
、
山
裾
沿
い
に
軒
並
み
高
い

値
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

 
 
Ｎ
Ｏ
２ 計
測
で
は
、
こ
の
地
区
で
長

年
取
り
組
ま
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
よ

る
デ
ー
タ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
値
か

ら
、
数
は
少
な
い
で
す
が
、
矢
張
り
高

い
値
を
示
し
続
け
て
い
る
事
が
判
り

ま
し
た
。

 
 こ
の
測
定
運
動
に
参
加
し
て

3
回

目
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
の
最
高
値

が
４
３

ppb
で
あ
っ
た
事
に
比
較
し
、

今
回
は
高
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
  

 

次
回

N
O

2 測
定

 
12
月

5
日
（
木
）

 
～
６
日
（
金
）

 


